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７月１日(水)の生徒会長選挙、７月２日(木)の副生徒会長選挙に

向けて、４名の生徒が立候補し、選挙運動が始まりました。どの立

候補者からも、旭が丘中学校の生徒会をさらに盛り上げていきたい

という思いを感じます。しかし、次期生徒会をつくり上げていく中 

心となるのは、立候補者だけではなく２年生全員です。選挙運動が始まったこの時期から、

今後の生徒会活動を充実させる方法について、一人一人が真剣に考えていくことのできる

学年であってほしいと思います。 

【 生徒会長立候補者 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 男子副生徒会長立候補者 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹幹幹   
生徒会選挙運動が始まりました！ 

信頼しあえる人間関係 

～話し合い活動が自慢となる学校に向けて～ 

僕は、生徒会本部の活動や部活動、学級での活動

などを通して、人との関わりがさらに増えたら、よ

りよい学校生活を送れると考え、「信頼しあえる人間

関係」を公約としました。そのために、生徒が自主

的に取り組む活動と、コミュニケーション活動に力

を入れていきたいです。旭が丘中学校を、話し合い

が活発で、全体で協力できることが自慢といえる学

校にしていきます。 

 

推薦責任者 

 

常に進歩 現状維持で満足しない 

～最適な答えをみんなで探す～ 

みなさんは、生徒会についてどんなイメージをも

っていますか？僕は、みんなが生徒会に参加する（や

ってもらう）のではなく、みんなの創意でつくる、

つまり、一人一人が生徒会活動に加わり参画するも

のにしたいと思います。これを実現するために、ア

ンケートによる意見集約などをしたいと思います。

そして、その意見や創意を基に、改善点を見付け、

現状よりも少しでも進歩し続けていきたいです。 

 

推薦責任者 

 



【 女子副生徒会長立候補者 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～保護者の方へお願い～ 

学年通信第７号でもお伝えしましたが、旭タイムの一環として、「身近な働く大人の方に

インタビューをしよう」という活動を実施します。質問事項については、先週の授業の中

で、班や学級内で話し合いながら生徒が考えました。生徒の質問の意図を御理解の上、な

るべく詳しくお答えいただけると、生徒の学びが深まります。生徒には、７月２日(木)ま

でにインタビューをするように指導しました。お忙しい中だとは思いますが、活動への御

理解と御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

一人のがんばりが皆の力に 

～一人一人が何事にも全力で取り組む学校に～ 

私は、公約を達成するために、基本的なことから

徹底していこうと考えました。そのためには、まず

自分がみんなの手本となるように、積極的に行動し

ていこうと思います。また、みんなが行動しやすい

ような雰囲気作りも進めていきます。これらの活動

をすることで、信頼や友情が芽生え、学級活動や学

校行事にも生かされると思います。旭が丘中学校が

もっとよくなるように頑張ります。 

 

推薦責任者 

 

明るく、過ごしやすい居場所へ 

～楽しい学校～ 

私は、旭が丘学校をみんなが楽しめて、明るく過

ごせるような学校にしたいと考えています。学校が

笑顔でいっぱいになり、みんなが明るく楽しそうに

過ごせたら、学校生活は、もっとよいものになると

思います。だから、みんなが自然に笑える環境、み

んなが楽しいと思える居場所をつくっていきたいで

す。旭が丘中学校をよりよい場所へと変化させてい

きます。 

 

推薦責任者 

 

 仕事のやりがいについて 

インタビューするのはどう？ 

 他の班はどんな質問を考えて

いるのかなあ？ 

自分が気になる職業についての

調べ学習も行いました。 


